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大垣市金生山化石館 

化石館だより 
 

  コラム         ６０号を記念して 

 

 金生山は大垣市の北西部にある小高い丘

陵地です。金生山は東西１㎞、南北２㎞の

石灰岩ブロックで、西側の梅谷層（ジュラ

紀）と東側の沖積層とは断層で接していま

す。頂上部には更紗山（217m）、愛宕山（217m）、

月見山（130m）とよばれる３つのピークが

ありましたが、石灰岩の採掘により現在は

いずれも失われています。現在、金生山の

中心部は深くえぐられており、周囲は１０

０ｍ以上もある崖に囲まれています。また、

石灰岩の採掘のため、非常に大きなトラッ

クや重機が絶え間なく行き来しています。そ

のため不意の事故も懸念され、化石採集に立ち入ることはできません。 

 

 金生山の赤坂石灰岩から保存の良い豊富な化石が産出することは古くから知られており、多くの学者

によって研究されてきました。日本の化石に関する最も古い論文は、ギュンベルが 1874年に新種の記載

をした Parafusulina japonica  に関するものだとされています。また、1883 年には、シュワーガーが

ギュンベルの標本に加え、リヒトホーヘンが赤坂から持ち帰った資料を用いて５種類のフズリナを紹介

しています。このようなことから、金生山は「日本の古生物学発祥の地」と言われています。 

 

 

 金生山の中腹にある金生山化石館は、金生山の地質、産出化石や鉱物、大理石細工などを展示・紹介

しています。本館は、金生山の化石に魅され、生涯をかけて採集・研究に尽くされた故熊野敏夫先生の

業績を称えて設立されたもので、平成 26 年に開館 50 周年を迎えました。本館は歴史も古く、良質な化

石がたくさん展示・保存されているのですが、残念ながら地元の人々を含め一般にはあまり知られてい

ません。また、化石というと恐竜やアンモナイト、三葉虫が注目を集め、金生山で産出するフズリナや

ウミユリ、サンゴや貝類については話題に上ることも少ないのが現状です。 

 

       金生山の石灰石採掘場 



 「日本の古生物学発祥の地」であること、世界一太い茎をもったウミユリや殻長が２ｍに達する程の

巨大な二枚貝シカマイア、他地域の同種化石と比べて数倍にもなる大きな巻貝や二枚貝が産出すること

等、学術的な価値が高く特色のある赤坂石灰岩について紹介し、地質学や古生物学に関する興味関心を

深めていただきたいと思い「化石館だより」を書き始めました。特に計画もなく、思いつくままに書き

続けてきましたが、５年を経過し今回６０号となりました。これまでは化石を中心に書いてきましたが、

今後はもう少し分野を広げ、陸産貝類や植物など「金生山の自然」についても紹介していこうと思いま

す。いつまで続けられるかわかりませんがよろしくお願いします。 

               （館長：髙木洋一） 

 

 

 

☀☀☀☀☀☀☀☀☀☀☀☀     お知らせ     ☀☀☀☀☀☀☀☀☀☀☀☀ 

 

前期企画展    砂に埋もれた小さな化石 

期 間： ４月２９日（金）～９月１２日（月） 

 

 金生山の石灰泥から見つかる、小さな巻貝や二枚貝、ウニの棘

やウミユリの茎、石灰藻、単体のフズリナや貝形虫、コノドント

など、普段は展示されることのない小さな化石を紹介します。金

生山の石灰泥からは、巻貝や二枚貝、貝形虫などの新種がたくさ

ん見つかっています。 

 

 

 

       宝貝のストラップ作り 

「わくわく体験」の新メニューです。海岸に打ち上げられた宝貝

をきれいに磨き上げてストラップにします。打ち上げ貝には細かな

キズがあり、くすんでいますが、サンドペーパーで磨き、薬品で処

理することで美しい輝きが出てきます。 

 

 

 

 

     問い合わせ： 大垣市金生山化石館  電話 （0584）71-0950 （ファックスも同じ） 

 Email   kasekikan@vanilla.ocn.ne.jp 

小さな巻貝の破片 

mailto:kasekikan@vanilla.ocn.ne.jp

